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６ 質疑
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札幌市営企業調査審議会条例

昭和 40 年 12 月 15 日

条 例 第 ３ ２ 号

 （設置）

第１条 本市の公営企業（以下「公営企業」という。）に関する諸施策の運営に資するた

め、札幌市営企業調査審議会（以下「審議会」という。）を設置する。

 （所掌事務）

第２条 審議会は、公営企業に関し、市長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項につき調

査審議する。

(1) 運営管理の方針に関すること

(2) 財政に関すること 

(3) その他市長が必要と認める事項に関すること

２ 審議会は、前項各号に掲げる事項に関し、自ら調査審議して市長に意見を申し出るこ

とができる。

 （組織）

第３条 審議会は、委員 30 人以内で組織する。

２ 委員は、学識経験者その他市長が適当と認める者のうちから、市長が委嘱する。

 （任期）

第４条 委員の任期は２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、

再任を妨げない。

 （会長及び副会長）

第５条 審議会に、会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によってこれを定める。

２ 会長は、会務を総理する。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

 （部会）

第６条 審議会に、必要に応じ部会を置くことができる。

２ 部会所属の委員は、会長が指名する。

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によってこれを定める。

 （会議）

第７条 審議会は、会長が招集する。

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

 （庶務）

第８条 審議会の庶務は、総務局において処理する。

 （補則）

第９条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、市長が定める。

   附 則

１ この条例は、公布の日から施行する。
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１　予 算 総 括 表
（軌道整備事業会計） （単位 : 千円）

２年度予算(A) 元年度予算(B) ２年度予算(C) 元年度予算(D)

899,000 1,526,000 △ 627,000 1,534,000 2,151,000 △ 617,000 △ 635,000 △ 625,000 △ 10,000

0 1,464,000 △ 1,464,000 242,000 761,000 △ 519,000

888,000 0  888,000 634,000 770,000 △ 136,000

11,000 62,000 △ 51,000 658,000 620,000  38,000

674,000 527,000  147,000 92,000 64,000  28,000  582,000  463,000  119,000

 5,000 10,000 △ 5,000 △ 5,000 △ 10,000  5,000

1,573,000 2,053,000 △ 480,000 1,631,000 2,225,000 △ 594,000 △ 58,000 △ 172,000  114,000

48,000 0 48,000 0 10,000 △ 10,000  48,000 △ 10,000  58,000

1,621,000 2,053,000 △ 432,000 計 1,631,000 2,235,000 △ 604,000 △ 10,000 △ 182,000  172,000

151,000 355,900 △ 204,900 919,000 2,812,000 △ 1,893,000

8,000 32,600 △ 24,600 167,000 153,000  14,000
△ 20,000 △ 204,000

0 32,500 △ 32,500 10,000 10,000  0

760,000 2,391,000 △ 1,631,000  

88,000 0  88,000  

1,007,000 2,812,000 △ 1,805,000 1,096,000 2,975,000 △ 1,879,000 △ 89,000 △ 163,000  74,000

137,000 133,718  3,282  137,000  133,718  3,282

2,765,000 4,998,718 △ 2,233,718 2,727,000 5,210,000 △ 2,483,000  38,000 △ 211,282  249,282

151,801 363,083 △ 211,282 0 0  0  151,801  363,083 △ 211,282

2,916,801 5,361,801 △ 2,445,000 2,727,000 5,210,000 △ 2,483,000  189,801  151,801  38,000

元年度予算
(B)-(D)=(F)

項 目 差引増減(A)-(B) 項 目 差引増減(C)-(D)
２年度予算
(A)-(C)=(E)

小 計 小　　　　　計

差引増減(E)-(F)

収

益

的

収

支

経

常

収

支

営 業 収 益 営 業 費 用

乗 車 料 収 入 人 件 費

施 設 使 用 料 収 入 経 費

そ の 他

区分
収 入 支 出 収 支 差 引

減 価 償 却 費

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

投 資

特 別 利 益 特 別 損 失

計

資

本

的

収

支

企 業 債 建 設 改 良 費

国 庫 補 助 金 企 業 債 償 還 金
184,000

他 会 計 補 助 金 予 備 費

負 担 金

計 計

当 年 度 分 損 益 勘 定
留 保 資 金 等

合 計 合　　　　　計

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

総　　        　　　計 総　　　　　計

※　元年度予算は軌道事業会計、２年度予算は軌道整備事業会計である。
※　元年度予算は現計予算（30決算置換・補正・繰越を含む）である。
※　２年度予算の当年度損益勘定留保資金等とは、減価償却費658,000千円、固定資産除却費129,000千円(資金除却含まず)、長期前受金戻入△583,000千円、
　　引当金計上額及び取崩し額等の資金調整額△67,000千円を加えたものである。
※　金額は、消費税込みである。

収支差引（税抜）＝当年度純損益

① ② ③

④

⑤ ⑥ ⑦

⑧
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２  （参考）業 務 量 (軌道運送事業)

元 年 度 予 算 ２ 年 度 予 算

Ａ Ｂ

km km km

8.9 8.9 0.0 0.0

両 両 両

34 37 3 8.8

千km 千km 千km

910 897 △ 13 △ 1.4

人 人 人

8,895,000 9,037,000 142,000 1.6

人 人 人

24,303 24,759 456 1.9

千円 千円 千円

1,464,000 1,514,000 50,000 3.4

走 行 キ ロ 数

輸

送

人

員

年 間

一 日 平 均

乗 車 料

車 両 数

区 分

比 較

増　　減　　△
Ｂ－Ａ＝Ｃ

増　減　率　(％)
Ｃ／Ａ

営 業 キ ロ 数
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３　主 要 事 業 の 概 要

(軌道整備事業会計） （単位：千円）

元年度予算 ２年度予算

（Ａ） （Ｂ）

(1,814,000) (1,917,000) (103,000)

企 業 債 355,900 151,000 △ 204,900

国 庫 補 助 金 32,600 8,000 24,600

一般会計補助金 32,500 0 △ 32,500

一般会計負担金 2,391,000 760,000 △ 1,631,000

(※) R2年1定補正による前倒しをしなかった場合の金額

主な事業について

項 目 差 引

（Ｂ-Ａ）

建 設 改 良 費 2,812,000 919,000 △ 1,893,000

(※)

同

上

財

源

内

訳

＜軌道更新・制振軌道化・街路拡幅関連事業＞

R2年：438百万円（R2年1定補正：280百万円）

○軌道更新事業・・・・・・・・・・・R2年：29百万円

○制振軌道化事業・・・・・・・・・・R2年1定補正：115百万円、R2年：74百万円

○街路拡幅事業に伴う電気設備工事・・R2年1定補正：51百万円、R2年：128百万円

○街路拡幅事業に伴う軌道改良事業・・R2年1定補正：114百万円、R2年：207百万円

＜停留場の改良＞

○既設線停留場改良・・R2年：0百万円（R2年1定補正：98百万円）

＜車両関係＞

○低床車両製造・・・・・R2年：218百万円 (R2年1定補正：357百万円)

＜車両基地改良、電力設備増強関連事業＞

R2年：179百万円（R2年1定補正：263百万円）

○電車事業所改良建築工事・・・・・R2年：92百万円

○六条変電所新設工事・・・・・・・R2年1定補正：263百万円、R2年：87百万円

＜インバウンド関係＞

○電停行先別案内放送・・R2年：21百万円

外国人旅行者が行先を誤って乗車することを防ぐため、行先別案内を多言語

（4言語）で放送するための情報利活用システムの改修
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４  過去５年間の傾向

〔23年度決算(高速)〕

(3) 企業債（借入額・償還額・残高）

(1) (参考）１日平均乗車人員及び年間乗車料収入(税込） (2) 経常収支（税抜）

243
439

611

356
151181 175 171 153 167

1,702
1,966

2,405
2,608 2,592

0
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2500

3000

H28 H29 H30 R元予算 R2予算

借入額

償還額

残高

(百万円)

▲ 68

16 5

▲ 194

▲ 68

▲ 400

▲ 200

0

200

H28 H29 H30 R元予算 R2予算

(百万円)

462 490 

363 

152 
190 

0

200

400

600

800

H28 H29 H30 R元予算 R2予算

資金過不足額

(4) 資金の状況

1,301
1,472 1,459

1,464 1,514

24.9 
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24.8
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26.0

0

200

400

600

800

1,000
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年間乗車料収入

１日平均乗車人員

乗車料収入(百万円) 人員(千人)

（百万円）

軌道運送

事業者
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１　予 算 総 括 表
（高速電車事業会計） （単位 : 千円）

２年度予算(A) 元年度予算(B) ２年度予算(C) 元年度予算(D)

46,631,000 45,044,000  1,587,000 37,262,000 36,813,112  448,888  9,369,000  8,230,888  1,138,112

43,484,000 41,838,000  1,646,000 5,207,000 5,082,000  125,000

1,588,000 1,675,000 △ 87,000 16,599,000 16,166,112  432,888

1,559,000 1,531,000  28,000 15,456,000 15,565,000 △ 109,000

5,677,000 5,780,000 △ 103,000 5,373,000 5,621,000 △ 248,000  304,000  159,000  145,000

 40,000 40,000  0 △ 40,000 △ 40,000  0

52,308,000 50,824,000  1,484,000 42,675,000 42,474,112  200,888  9,633,000  8,349,888  1,283,112

593,000 0 593,000 216,000 108,000  108,000  377,000 △ 108,000  485,000

52,901,000 50,824,000  2,077,000 計 42,891,000 42,582,112  308,888  10,010,000  8,241,888  1,768,112

11,004,000 9,015,000  1,989,000 13,141,000 11,906,852  1,234,148

1,537,000 2,372,000 △ 835,000 88,000 0  88,000
8,981,000 7,425,711

389,211 319,247  69,964 24,954,000 26,151,000 △ 1,197,000

810,444 920,085 △ 109,641 0 292,270 △ 292,270

30,000 0  30,000 20,000 20,000  0

2,943,845 4,000,000 △ 1,056,155

0 292,270 △ 292,270

7,500 0  7,500

16,722,000 16,918,602 △ 196,602 38,203,000 38,370,122 △ 167,122 △ 21,481,000 △ 21,451,520 △ 29,480

12,314,000 12,605,718 △ 291,718  12,314,000  12,605,718 △ 291,718

81,937,000 80,348,320  1,588,680 81,094,000 80,952,234  141,766  843,000 △ 603,914  1,446,914

203,564 807,478 △ 603,914 0 0  0  203,564  807,478 △ 603,914

82,140,564 81,155,798  984,766 81,094,000 80,952,234  141,766  1,046,564  203,564  843,000

※　元年度予算は現計予算（30決算置換・補正・繰越を含む）である。
※　２年度予算の当年度損益勘定留保資金等とは、減価償却費15,456,000千円、固定資産除却費356,000千円(資金除却含まず)、長期前受金戻入△3,778,000千円、
　　引当金計上額及び取崩し額等の資金調整額280,000千円を加えたものである。
※　金額は、消費税込みである。

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

総　　        　　　計 総　　　　　計

計 計

当 年 度 分 損 益 勘 定
留 保 資 金 等

合 計 合　　　　　計

1,555,289

国 庫 補 助 金 企 業 債 償 還 金

他 会 計 補 助 金 受 託 工 事 費

負 担 金 予 備 費

特 別 利 益 特 別 損 失

計

資

本

的

収

支

企 業 債 建 設 改 良 費

出 資 金 投 資

基 金 繰 入 金

受 託 工 事 収 益

投 資

減 価 償 却 費

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

小 計 小　　　　　計

差引増減(E)-(F)

収

益

的

収

支

経

常

収

支

営 業 収 益 営 業 費 用

乗 車 料 収 入 人 件 費

広 告 料 収 入 経 費

そ の 他

区分
収 入 支 出 収 支 差 引

元年度予算
(B)-(D)=(F)

項 目 差引増減(A)-(B) 項 目 差引増減(C)-(D)
２年度予算
(A)-(C)=(E)

収支差引（税抜）＝当年度純利益

① ② ③

④

⑤ ⑥
⑦

⑧
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２  業 務 量

(高速電車事業会計)

元 年 度 予 算 ２ 年 度 予 算

Ａ Ｂ

km km km

48.0 48.0 0.0 0.0

両 両 両

368 368 0 0.0

千km 千km 千km

33,683 33,689 6 0.02

人 人 人

230,200,000 235,128,000 4,928,000 2.1

人 人 人

629,000 644,000 15,000 2.4

千円 千円 千円

41,838,000 43,484,000 1,646,000 3.9

走 行 キ ロ 数

年 間

増　減　率　(％)
Ｃ／Ａ

一 日 平 均

乗 車 料

輸

送

人

員

比 較

営 業 キ ロ 数

車 両 数

区 分 増　　減　　△
Ｂ－Ａ＝Ｃ
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３　主 要 事 業 の 概 要

(高速電車事業会計） （単位：千円）

元年度予算 ２年度予算

（Ａ） （Ｂ）

11,906,852 13,141,000 1,234,148

企 業 債 8,066,000 10,237,000 2,171,000

一般会計出資金 2,372,000 1,537,000 △ 835,000

国 庫 補 助 金 319,247 389,211 69,964

一般会計補助金 374,085 250,444 △ 123,641

そ の 他 775,520 727,345 △ 48,175

主な事業について

（Ｂ-Ａ）

同

上

財

源

内

訳

項 目 差 引

建 設 改 良 費

＜老朽化施設の改修等＞

駅舎施設設備の改修 7,530百万円

○耐震改修工事（真駒内駅、シェルターの工事、南車両基地実施設計等） ・2,787百万円

○東西線防災集中監視装置更新・・・・・969百万円 ○EV・ES更新工事・・・585百万円

○東豊線空調換気給排水設備改良工事・・471百万円 ○改札機等更新・・・・463百万円

電力・通信施設設備の改修 3,287百万円

車両・工場機器設備の改修等 1,890百万円

○南北線5000形、東西線8000形車両車内表示器更新（多言語対応）・・・・・ 242百万円

＜インバウンド関係＞ 404百万円

○旅客用トイレ改良工事（トイレの洋式化）・・・・・・・・・・・・・・・ 226百万円
（南北線大通駅、東豊線さっぽろ駅、福住駅の工事及びすすきの駅、東西線大通駅、円山公園駅の実施設計）

○入金機更新（多言語対応）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 74百万円

○ホーム案内板の更新（多言語対応）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 65百万円

○東西・東豊線大通駅吊り下げ電照標識改修工事（多言語対応）・・・・・・ 39百万円

○南北線5000形、東西線8000形車両車内表示器更新（多言語対応）・・・・・・・・再掲
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４　過去５年間の傾向

〔23年度決算(高速)〕

(2) 路線別の１日平均乗車人員の推移(1) １日平均乗車人員及び年間乗車料収入(税込）

(4) 企業債（借入額・償還額・残高）(3) 経常収支（税抜）
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東西線 234,060人
南北線 233,749人
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１ 予算総括表

R2年度予算 R元年度予算 差引増減 R2年度予算 R元年度予算 差引増減 R2年度予算 R元年度予算 差引増減
A B A-B C D C-D A-C=E B-D=F E-F

43,438,000 43,215,000 223,000 34,804,000 34,571,000 233,000 

う ち 給 水 収 益 41,404,419 41,076,046 328,373 うち運営管理費 17,938,816 17,526,296 412,520 

2,452,000 2,541,000 89,000   △    1,941,000 2,167,000 226,000   △   

20,000 20,000 0 

45,890,000 45,756,000 134,000 36,765,000 36,758,000 7,000 9,125,000 8,998,000 127,000 

64,000 24,000 40,000 114,000 74,000 40,000   △    50,000   △    50,000 0 

45,954,000 45,780,000 174,000 36,879,000 36,832,000 47,000 9,075,000 8,948,000 127,000 

5,000,000 2,000,000 3,000,000 19,352,325 18,358,594 993,731 

392,496 65,000 327,496 6,594,179 7,126,406 532,227   △   

96,970 90,100 6,870 273,496 0 273,496 

178,036 470,484 292,448   △   20,000 20,000 0 

749,018 762,761 13,743   △    

276,480 296,655 20,175   △    

0 2,000,000 2,000,000   △ 

6,693,000 5,685,000 1,008,000 26,240,000 25,505,000 735,000   △19,547,000   △19,820,000 273,000 

10,444,180 10,675,348 231,168   △   　 　 10,444,180 10,675,348 231,168   △    

63,091,180 62,140,348 950,832 63,119,000 62,337,000 782,000   △   27,820   △ 196,652 168,832 

13,967,296 14,624,273 656,977   △   　 　 13,967,296 14,624,273 656,977   △    

77,058,476 76,764,621 293,855 63,119,000 62,337,000 782,000 13,939,476 14,427,621 488,145   △    

― ― ― 水道施設更新積立金 ― ― ― 9,600,000 9,600,000 0 

― ― ― 上 記 以 外 の 額 ― ― ― 4,339,476 4,827,621 488,145   △    

注１．R２年度予算は、建設改良積立金として4,744,000千円を予定処分する。

注２．R元年度予算の過年度分内部留保資金は、H30年度決算置換後の額である。

注３．R２年度予算の過年度分内部留保資金は、H30年度からR元年度への予算繰越（460,325千円）の影響を含む額である。

小 計

営 業 費 用

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

負 担 金

水 道 施 設 更 新
積 立 運 用 金 戻 入

当

年

度

収

入

及

び

支

出

収
益
的
収
入
及
び
支
出

小 計

特 別 利 益 特 別 損 失

計 計

経
常
収
支

営 業 収 益

水 道 施 設 更 新 積 立 金

上 記 以 外 の 額

計 計

当年度分損益勘定留保資金等

合 計 合 計

資
本
的
収
入
及
び
支
出

企 業 債 建 設 改 良 費

補 助 金 予 備 費

総 計 総 計

(7,273,313) (7,389,772) 116,459   △    
固 定 資 産 売 却 代 金 出 資 金

出 資 金 企 業 債 償 還 金

2,529,313 1,936,772 592,541 
加 入 金

(消費税込、単位　千円)

区   分

収 入 支 出 収 支 差 引

項 目 項 目

収支差引（税抜）＝当年度純利益

予定処分後純利益予定処分後純利益（注１参照）

①

④

② ③

⑤ ⑥

⑦
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２　業務量

増減△ 比率 (%) 増減△ 比率 (%)

A B C A-B=D D/B A-C=E E/C

給 水 区 域 内 人 口 （人） 1,967,340 1,963,284 1,964,436 4,056 0.2 2,904 0.1

給 水 人 口 （人） 1,965,785 1,961,863 1,962,819 3,922 0.2 2,966 0.2

普 及 率 （％） 99.9 99.9 99.9 0.0 　　　 - 0.0 　　　 -

年 間 配 水 量 （m
3
） 191,663,000 191,881,000 190,986,000 △ 218,000 △ 0.1 677,000 0.4

１ 日 平 均 配 水 量 （m
3
） 525,100 524,300 521,820 800 0.2 3,280 0.6

年 間 有 収 水 量 （m
3
） 178,438,000 178,641,000 177,807,870 △ 203,000 △ 0.1 630,130 0.4

有 収 率 （％） 93.1 93.1 93.1 0.0 　　　 - 0.0 　　　 -

（件） 887,558 877,699 878,143 9,859 1.1 9,415 1.1

（ｍ） 6,059,570 6,047,937 6,041,770 11,633 0.2 17,800 0.3

人

口

等

水

量

等

年 度 末 給 水 件 数

年 度 末 配 水 管 布 設 延 長

区　　　　　　分
２年度予算

元年度 差引増減△

当初予算 決算見込
当初予算対比 決算見込対比
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３　主要事業

●豊平川水道水源水質保全事業のイメージ

　　　・・・非常用発電設備新設工事

　　　・・・白川浄水場浸水対策実施設計業務

　　　・・・医療機関3か所、指定避難所（基幹）3か所ほか

　○　緊急遮断弁整備事業 61百万円 

　　　・・・里塚配水池

　○　業務継続性の確保 134百万円 

　○　災害時重要管路耐震化事業 585百万円 

　　　・・・平岸配水池水力発電ほか
　　　・・・西野浄水場耐震改修工事ほか

　○　配水管更新事業 6,828百万円  ＜配水管延長と耐震化率＞

　　　・・・配水管更新計画に基づき約56.8㎞ ２年度末総延長（前年比） 　２年度末耐震化率（前年比）

　○　配水幹線連続耐震化事業 3,027百万円   　6,059.6km（+17.8km） 　　31.4％（+1.1ポイント）

　　　・・・清田第２、西部第１、里塚ほか　約5.2㎞

【重点取組項目２　施設の更新・耐震化と危機管理体制の強化】 　　　・・・水道技術研修ほか

　○　白川浄水場改修事業 280百万円 
【重点取組項目５　エネルギーの効率的な活用】

　　　・・・新浄水場新設工事実施設計ほか
　○　環境に配慮した事業運営の推進 369百万円 

　○　西野浄水場等耐震化事業 844百万円 

　　　・・・取水堰、管理センター（放流調整池）ほか 　　　・・・地下式メーター約1万個を無線式に交換

　〇　石狩西部広域水道企業団への参画 717百万円 
【重点取組項目４　経営基盤の強化と連携の推進】

　　・・・第２期創設事業に係る出資金ほか
　○　札幌水道を支える人材の育成 12百万円 

【重点取組項目１　水源の分散配置と水質の安全性の向上】 【重点取組項目３　利用者とのコミュニケーションの充実】

　○　豊平川水道水源水質保全事業 2,196百万円 　○　無線式メーターの設置地域の拡大 313百万円 
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４　これまでの傾向　　 （～平成30年度＝決算、令和元年度・２年度＝当初予算）

■図表２ 建設改良費の推移

■図表３ 資金残高の推移 ■図表４ 企業債残高の推移
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■図表１ 給水収益の推移
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１　予算総括表
（単位：千円）

令和２年度予算 令和元年度予算 差引 令和２年度予算 令和元年度予算 差引 令和２年度予算 令和元年度予算 差引
Ａ Ｂ Ａ-Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ-Ｄ Ｅ（Ａ-Ｃ） Ｆ（Ｂ-Ｄ） Ｅ-Ｆ

40,500,289 40,787,279 △ 286,990 47,221,533 46,959,135 262,398

下 水 道
使 用 料

21,248,619 21,198,286 50,333 21,253,375 20,926,620 326,755

一 般 会 計
負 担 金 等

18,442,192 19,101,677 △ 659,485 人 件 費 3,487,569 3,320,098 167,471

そ の 他 809,478 487,316 322,162 物 件 費 17,765,806 17,606,522 159,284

25,968,158 26,032,515 △ 64,357

11,768,338 12,062,166 △ 293,828 3,014,945 3,569,403 △ 554,458

30,000 30,000 0

52,268,627 52,849,445 △ 580,818 50,266,478 50,558,538 △ 292,060 2,002,149 2,290,907 △ 288,758

21,373 1,555 19,818 92,522 92,462 60 △ 71,149 △ 90,907 19,758

52,290,000 52,851,000 △ 561,000 50,359,000 50,651,000 △ 292,000 1,931,000 2,200,000 △ 269,000

16,598,000
15,746,000

(14,771,000)
852,000

(1,827,000)
22,758,000

23,550,707
(20,629,733)

△ 792,707
(2,128,267) 純利益 純利益 差　引

16,598,000
15,746,000

(14,771,000)
852,000

(1,827,000)
建設事業費 22,731,019

23,531,761
(20,610,787)

△ 800,742
(2,120,232)

592,656 1,159,061 △ 566,405

4,264,500
5,386,627

(4,000,000)
△ 1,122,127

(264,500)
そ の 他 26,981 18,946 8,035

409,796 498,166 △ 88,370 16,741,000 16,958,267 △ 217,267

945,704 785,834 159,870 70,000 70,000 0

20,000 20,000 0

22,218,000
22,416,627

(20,055,000)
△ 198,627

(2,163,000)
39,589,000

40,598,974
(37,678,000)

△ 1,009,974
(1,911,000)

△ 17,371,000
△ 18,182,347

(△ 17,623,000)
811,347

(252,000)

14,796,282 14,127,379 668,903 14,796,282 14,127,379 668,903

89,304,282
89,395,006

(87,033,379)
△ 90,724

(2,270,903)
89,948,000

91,249,974
(88,329,000)

△ 1,301,974
(1,619,000)

△ 643,718
△ 1,854,968

(△ 1,295,621)
1,211,250
(651,903)

5,526,438 7,381,406 △ 1,854,968 5,526,438 7,381,406 △ 1,854,968

94,830,720
96,776,412

(94,414,785)
△ 1,945,692

(415,935)
89,948,000

91,249,974
(88,329,000)

△ 1,301,974
(1,619,000)

4,882,720
5,526,438

(6,085,785)
△ 643,718

(△ 1,203,065)

（注1）令和元年度予算は、平成30年度からの繰越を含む最終予算である。

（注2）（　）は、平成30年度からの繰越を含まない当初予算額である。

収 支 差 引
区　分 項　　目

収 入
項 目

支 出

小　　　計 小　　　計

特 別 利 益 特 別 損 失

計 計

経

常

収

支

営 業 収 益 営 業 費 用

維 持 管 理 費

減価償却費等

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

一 般 会 計 補 助 金 償 還 金

負 担 金 返 還 金

予 備 費

建 設 改 良 費

建 設 企 業 債

国 庫 交 付 金

合 計 合 計

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

総 計 総 計

当

年

度

分

収

入

及

び

支

出

収

益

的

収

入

及

び

支

出

計 計

当 年 度 分
損 益 勘 定 留 保 資 金 等

資

本

的

収

入

及

び

支

出

企 業 債

① ③

⑦

④

②

⑤ ⑥
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２　業務量

令和２年度

予　算 予　算 決算見込

Ａ Ｂ Ｃ
増　減

Ｄ（Ａ-Ｂ）
増減率（％）

Ｄ/Ｂ
増　減

Ｅ（Ａ-Ｃ）
増減率（％）

Ｅ/Ｃ

千人 ア 1,973.0 1,969.2 1,969.4 3.8 0.2 3.6 0.2

km 8,308.9 8,307.5 8,296.8 1.4 0.0 12.1 0.1

ha 24,790 24,790 24,785 0.0 0.0 5.0 0.0

千人 イ 1,969.1 1,965.2 1,965.5 3.9 0.2 3.6 0.2

％ イ/ア 99.8 99.8 99.8 0.0 0.0 0.0 0.0

千人 ウ 1,969.1 1,965.2 1,965.5 3.9 0.2 3.6 0.2

千人 エ 1,967.5 1,963.3 1,963.9 4.2 0.2 3.6 0.2

％ エ/ウ 99.9 99.9 99.9 0.0 0.0 0.0 0.0

千 348,430 347,377 330,593 1,053 0.3 17,837 5.4

千 /日 939.2 936.4 913.1 2.8 0.3 26.1 2.9

千 /日 1,173.8 1,173.8 1,173.8 0.0 0.0 0.0 0.0

t 56,120 56,120 55,700 0.0 0.0 420 0.8

千 202,236 202,290 202,805 △ 54 △ 0.0 △ 569 △ 0.3

処

理

水

量

等

年 間 処 理 水 量

晴 天 日 最 大 処 理 水 量

処 理 能 力

処 理 固 形 物 量

年 間 有 収 水 量

水
洗
化
普
及
状
況

水 洗 化 可 能 人 口

水 洗 化 人 口

水 洗 化 普 及 率

区 分

下
水
道
普
及
状
況

管 路 総 延 長

処 理 面 積

処 理 人 口

総 人 口 普 及 率

令和元年度 差　　引　　増　　減　　△

予算対比 決算見込対比

総 人 口
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総費用 総事業費

 ○管路施設の維持管理  ○下水道施設の再構築

〔施設数〕 管理延長 〔管路〕
マンホール数 老朽管改築等
公共ます 他事業関連

〔ポンプ場〕
〔主な費用内訳〕 藤野中継ポンプ場電気設備改築等

(委託料・修繕費） 〔水再生プラザ等〕
管路調査(ＴＶカメラ) 西部スラッジセンター焼却設備改築等
管路点検(目視)
管路修繕  ○下水道施設の災害対策  

 ○水再生プラザ・ポンプ場等の維持管理 〔管路〕
平岸地区等雨水拡充管(浸水対策)

〔施設数〕 水再生プラザ 浸水に弱い地区への対策(浸水対策)
ポンプ場 管路耐震化、汚泥圧送管ループ化(地震対策) 1.3km
その他施設 〔ポンプ場〕

茨戸西部中継ポンプ場耐震化(地震対策) 1か所
〔主な費用内訳〕 〔水再生プラザ〕

（委託料)　運転管理・汚泥処理等 豊平川水再生プラザ耐震化(地震対策) 1か所
（修繕費） 修繕工事等 
（動力費） 電気料金・燃料代金  ○下水道整備と水質改善

 ○その他の経費 〔管路〕
既成市街地事業等(新規整備) 2.1km

〔主な費用内訳〕 〔水再生プラザ〕
　〔主な費用内訳〕（負担金） 下水道使用料徴収業務負担金等 手稲水再生プラザ等(水質改善) 3か所

 ○下水道エネルギー・資源の有効利用

〔水再生プラザ等〕
新川水再生プラザ(融雪槽の能力増強) 1か所
西部スラッジセンター焼却設備改築(蒸気発電)等 2か所

(5.1%)

(1,629百万円)

336百万円 (1.5%)

(注) (％)は構成比を示す。

3,366百万円 (15.8%)

1.5km
10か所 0.1km

(5,117百万円)
(2,364百万円)
(3,137百万円) 1,160百万円

18か所
7か所

1,413km
5,395か所 2,292百万円 (10.1%)

12,896百万円 (60.7%)

431,426か所 1.6km

4か所
(4,285百万円)

214km 8か所

216,248か所 31.7km

３　主要事業
施設の維持管理に関する業務 施設の建設に関する事業

21,253百万円 22,731百万円
（対元年度 327百万円増） （対元年度 800百万円減）

4,991百万円 (23.5%) 18,943百万円 (83.3%)

8,296.8km

- 3 -



主要事業イメージ図 参考資料

昭和初期に整備した下水管（老朽管） 

管更生工法による老朽管の改築 

【
改
築
後
】

【下水道施設の災害対策（浸水対策）】雨水拡充管 

【
改
築
前
】

【下水道施設の再構築】老朽管の改築

浸水被害状況 

（H29.7 平岸） 

拡充管で集めた雨水を、 

ポンプで河川へ放流します。

雨水ポンプ場 

分水マンホール 

雨水拡充管 

大雨が降った時に、既設管の排水

能力を超えた雨水を流します。 

雨水拡充管 

既設管 

雨水拡充管イメージ 

令和２年度整備箇所図 
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　〔収益的収入〕下水道使用料は横ばい 　〔収益的支出〕維持管理費は増加傾向

　〔資本的収入〕企業債は増加傾向 　〔資本的支出〕建設改良費は増加傾向

４　過去５年間の傾向 ～Ｈ30までは実績、Ｒ元は繰越を含む最終予算である。～

21,062 21,024 20,935 21,198 21,249

19,722 19,094 19,397 19,240 18,573

11,346 11,160 11,433 11,753 11,210

326 354 520 660 1,258

52,456 51,632 52,285 52,851 52,290

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H28 H29 H30 R元 R2
下水道使用料 一般会計繰入 長期前受金戻入 その他 棒

（百万円）

17,382 18,136 18,722 20,927 21,253

25,409 25,103 25,945
26,033 25,968

4,900 4,347 3,845
3,568 3,014214 106 68
123 12447,905 47,692 48,580

50,651 50,359

4,551 3,940 3,705
2,200 1,931

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H28 H29 H30 R元 R2
維持管理費 減価償却費等 支払利息 その他 収益的収支差引

（百万円）

10,109 11,039 13,024
15,746 16,598

3,950
4,230

3,764

5,387 4,265

2,030 1,587
1,226

1,284 1,355

16,089 16,856
18,014

22,417 22,218

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H28 H29 H30 R元 R2
企業債 国庫交付金 その他 棒

（百万円）

15,561 16,733 17,967
23,551 22,758

18,063
17,544 17,843

16,958
16,741

52 32
26

90 90
33,676 34,309

35,836

40,599 39,589

7,175 7,175 7,381
5,526 4,883

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H28 H29 H30 R元 R2
建設改良費 企業債償還金 その他 資金残

（百万円）
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令和２年度病院事業　予算の概要

１ １頁

２ ２

３ ３

４ ４

主 要 事 業

予 算 総 括 表

業 務 量

過 去 ５ 年 間 の 傾 向

資料

６



１　総　括　表
   (単位：千円）

項        目
R2年度予算

Ａ
R元年度予算

Ｂ
差引増減
A－B

項        目
R2年度予算

Ｃ
R元年度予算

Ｄ
差引増減
C－D

R2年度予算
A - C = E

R元年度予算
B - D = F

差  引
E - F

23,051,045 22,029,795 1,021,250 24,708,724 23,950,121 758,603

22,412,115 21,378,323 11,985,993 11,553,455 432,538

2,344,955 2,402,460 △ 57,505 579,276 641,879 △ 62,603

10,000 10,000 0

25,396,000 24,432,255 963,745 25,298,000 24,602,000 696,000 98,000 △ 169,745 267,745

432,745 △ 432,745 0 432,745 △ 432,745

1,038,000 977,000 61,000 1,178,905 1,162,773 16,132

66,492 81,730 △ 15,238 2,636,095 2,511,227 124,868

1,806,508 1,725,270 81,238 1,000 1,000 0

598,567 338,946 259,621 598,567 338,946 259,621

△ 2,459,260 △ 2,170,206 △ 289,054 △ 2,459,260 △ 2,170,206 △ 289,054

26,446,307 25,817,740 628,567 29,114,000 28,277,000 837,000 △ 2,667,693 △ 2,459,260 △ 208,433

2,700,000 2,700,000 0 2,700,000 2,700,000 0

29,146,307 28,517,740 628,567 29,114,000 28,277,000 837,000 32,307 240,740 △ 208,433

※R2年度は当初予算、R元年度は補正後の予算である。

過年度分内部留保資金

    総              計    総 計

29,114,000 28,277,000 △ 289,054 80,621

当年度分損益勘定留保資金等

 合              計 28,905,567 27,987,946 917,621 合     計 837,000

696,000 98,000 263,000 △ 165,000

資
本
的
収
入
及
び
支
出

企 業 債 建 設 改 良 費

出 資 金 企 業 債 償 還 金

計 2,911,000 2,784,000 127,000 計 3,816,000

計

収      支      差      引 

当

年

度

分

収

入

及

び

支

出

収
益
的
収
入
及
び
支
出

経

常

収

支

医 業 収 益 医 業 費 用

医 業 外 収 益 医 業 外 費 用

予 備 費

25,396,000 24,865,000 531,000 計 25,298,000 24,602,000

区　分

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

小 計

特 別 利 益

小 計

 う ち 診 療 収 益     う ち 人 件 費

長　期　借　入　金

    再              計    再 計

負 担 金 予 備 費

3,675,000 141,000 △ 905,000 △ 891,000 △ 14,000

△ 208,433

① ③②

⑥

⑧

④ ⑤

⑦

⑨

 1



２　業 務 量 

予　算　対　比
（Ａ-Ｂ）

増減率（％）
（Ａ-Ｂ）/Ｂ

決　見　対　比
（Ａ-Ｃ）

増減率（％）
（Ａ-Ｃ）/Ｃ

672 672 672 0 0.0 0 0.0

84.5 85.4 81.0 -0.9 -  3.5 -  

207,368 210,161 199,131 ▲ 2,793 ▲ 1.3 8,237 4.1

568 574 544 ▲ 6 ▲ 1.0 24 4.4

18,441 17,841 17,968 600 3.4 473 2.6

10.2 10.8 10.1 ▲ 0.6 ▲ 5.6 0.1 1.0

延患者数（人） 309,612 300,769 309,612 8,843 2.9 0 0.0

1日平均患者数（人） 1,274 1,248 1,290 26 2.1 ▲ 16 ▲ 1.2

※　令和２年度予算における一般病棟の病床数は588床、病床利用率は89.9％である。

平均在院日数（日）

区分
令和２年度予算

Ａ

令　和　元　年　度

入

院

外

来

病床数（床）

病床利用率（％）

延患者数（人）

1日平均患者数（人）

新入院患者数（人）

差　　　引　　　増　　　減

予　　算
Ｂ

決　算　見　込
Ｃ

対予算 対決算見込

①

②

③

④

⑤
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（単位：千円）

２年度予算
Ａ

元年度予算
Ｂ

差　引
Ａ-Ｂ

・総合医療情報システムサーバ室改修工事 76,178 千円

・ヒートポンプユニット設備更新工事 66,872 千円

・蒸気配管設備改修工事 37,390 千円

・その他整備更新工事 148,320 千円

・リニアック（高精度放射線治療装置） 490,754 千円

・その他医療機器購入分等 359,391 千円

1,178,905 1,162,773 16,132

企 業 債 1,038,000 977,000 61,000

一 般 会 計 出 資 金 66,492 81,730 △ 15,238

そ の 他 74,413 104,043 △ 29,630

３　主 要 事 業 

項 目 事業の主な内容

計

財

源

内

訳

171,406

医 療 機 器 購 入 費 等 850,145 1,005,419 △ 155,274

病 院 整 備 費 328,760 157,354
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４　過去５年間の傾向

 ※　延外来患者数には、入院中に他科を外来受診した患者数を含まない。

70.3
73.4

77.3

85.4 84.5

50

60

70

80

90

100

H28 H29 H30 R01 R02

■ 延外来患者数の推移

313,489 
309,880 

307,581 

300,769 

309,612 

280,000

290,000

300,000

310,000

320,000

330,000

H28 H29 H30 R01 R02

▲ 4

7
5

2

0

▲ 17 ▲ 11

▲ 1 ▲ 2

1

▲ 20

▲ 10

0

10

20

▲ 20

▲ 10

0

10

20

H28 H29 H30 R01 R02

資金残

経常収支

■ 病床利用率の推移■ 延入院患者数・新入院患者数の推移

経常収支(億円)

病床利用率（％）

延外来患者数（人）

(予算)

(決見) (予算)

(予算) (予算) (予算)

191,773

197,176 198,412

210,161 207,368

16,369
16,813 16,958

17,841

18,441

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

180,000

190,000

200,000

210,000

220,000

H28 H29 H30 R01 R02

延入院患者数

新入院患者数

(予算) (予算)

延入院患者数(人) 新入院患者数(人)

R01年4月:
病床適正化

H29年5月:二次救急受入開始
H30年1月:ベッドコントロール強化

■ 経常収支・資金残の推移

資金残(億円)

(予算) (予算)

703床

672床

703床
747床

672床

一般会計より

27億円長期借入
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